
 

令和６年度第２回山口県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 

開催概要 

 

 

１ 開催日時   令和７年２月１９日（水）１０時３０～１２時００分 

 

２ 開催場所   山口職業能力開発促進センター Ａ棟２階多目的教室 

 

３ 主な議題 

（１）令和６年度職業能力開発業務実施状況について 

（２）令和７年度職業能力開発業務実施計画について 

（３）その他 

 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。主な意見は以下のとおり。 

 

（広報について） 

  ・「ポリテクセンター」の名称を子供たちやより多くの方々に知ってもらうための努力をされ 

ているが、地方施設ごとの取組では成果が十分に得られないので、機構本部において、 

「ポリテクセンター」や「ハロートレーニング」の認知度向上のため、費用を投じてＰＲ

することも有効と考えられるので、そうした取組が進むよう、機構山口支部から機構本部

に提案していただきたい。 

  ・職業訓練を受講するかどうか悩んでいる方に対して、職業訓練のアプローチをする際にミ

スマッチが生じないようにすることが肝要である。職業訓練を知っていただくために、  

動画を活用してきめ細かく相談対応を行っていただきたい。 

・ものづくり体験教室は、子供や保護者にポリテクセンターを知ってもらう良いきっかけと

なり、非常に重要なＰＲ材料である。ものづくり体験教室の評判が良ければ、年３回くら

い開催してはどうか。また、ものづくり体験教室を動画配信サイトに掲載したら、参加者

だけでなく参加できなかった保護者や子供も視聴できるので、広報戦略として検討いただ

きたい。 

 

（正社員就職率について） 

・正社員就職率については、正社員を希望しない者も一定数あり、それを分母に含めると就

職率が低く表れる。正社員就職への支援に取り組んだ努力の成果を示すため、「正社員就職

の希望者数のうちの正社員就職者数の割合」と表記することを検討いただきたい。 

 

（アビリンピックについて） 

・アビリンピック（やまぐち地方大会を含む）に出場して入賞した方が関連職種に就職した

事例があるとのことなので、そういった点もアピールし、出場者の確保につなげていただ

きたい。 
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